
くらしの情報

豊
岡
市
婚
活
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト「
は
ー
と
ピ
ー
」参
加
者

第
1
1
3
回
出
会
い
交
流
イ
ベ
ン

ト『
Ｐ
Ｏ
Ｐ
ラ
ブ
』

日
12
月
18
日
㊐
午
後
1
時
30
分

〜
4
時
◆
集
合
＝
男
性
：
午
後

1
時
、
女
性
：
午
後
1
時
15
分

所A

オ
ル
タ
ー

lter E

エ
ゴ

go　
M

マ
チ
ッ
ク

A
T
IC

（
中
央

町
）内
お
や
つ
婚
活
対
20
〜
40
歳

の
独
身
男
女
※
男
性
は
本
市
在
住

ま
た
は
在
勤
の
方
定
男
女
各
12
人

￥
2
5
0
0
円
申
12
月
11
日
㊐
ま

で
に
問
に
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
申
込
み
問
ハ

ー
ト
リ
ー
フ
推
進
室
☎

21
－
9
1
0
0

豊
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

お
よ
び
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

①
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞

②
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

対
①
中
学
生
以
上
②
小
学
生

以
下
の
選
手
ま
た
は
団
体
で
、

2
0
2
1
年
11
月
1
日
〜
22
年
10

月
31
日
に
行
わ
れ
た
全
国
大
会
に

出
場
ま
た
は
そ
れ
と
同
等
以
上
の

功
績
が
あ
っ
た
方
申
12
月
15
日
㊍

ま
で
に
問
に
連
絡
他
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
問
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
課
☎
21
－
9
0
2 

3

兵
庫
県
警
察
官

対
①
一
般
区
分
A
：
2
0
2
3
年

3
月
ま
で
に
大
学
院
ま
た
は
4
年

制
大
学
を
卒
業
見
込
み
で
、
1　
9 

8
　7
年
10
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ

た
方
②
一
般
区
分
B
：
2
0
2
3

年
3
月
ま
で
に
短
期
大
学
ま
た
は

高
等
専
門
学
校
、
高
校
を
卒
業
見

込
み
で
、1
9
8
7
年
10
月
2
日

か
ら
2
0
0
5
年
10
月
1
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
定
①
男
性
10
人
、

女
性
4
人
②
男
性
15
人
、
女
性
9

人
◆
試
験
日
＝
23
年
1
月
14
日
㊏

申
12
月
13
日
㊋
〜
1
月
4
日
㊌
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
手
続
き
※
最

終
日
は
午
後
5
時
ま
で
受
信
有
効

問
豊
岡
警
察
署
☎
24
－
0
1
1
0

樹
木
無
料
受
取
希
望
者

内
豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
管
内
の

河
川
区
域
内
で
伐
採
さ
れ
た
樹
木

を
無
料
で
配
布
申
12
月
6
日
㊋
ま

で
に
所
定
の
用
紙
を
問
に
提
出
問

豊
岡
河
川
国
道
事
務
所
☎
24
－

2
5
4
5

県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支
援
学
校

幼
稚
部
入
学
幼
児

対
聴
覚
に
障
害
の
あ
る
3
〜
5
歳

児（
2
0
2
3
年
4
月
1
日
現
在
）

申
23
年
1
月
10
日
㊋
〜
17
日
㊋
に

必
要
書
類
を
提
出
※
事
前
に
問
に

電
話
◆
入
学
選
考
会
＝
23
年
2
月

1
日
㊌
問
県
立
豊
岡
聴
覚
特
別
支

援
学
校
☎
22
－
2
1
1
4

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
学
生

◆
募
集
学
科
＝
自
動
車
工
学
科
、

建
築
工
学
科
、
機
械
工
学
科
、
総

合
ビ
ジ
ネ
ス
学
科
◆
試
験
日
＝

2
0
2
3
年
1
月
21
日
㊏
申
12
月

7
日
㊌
〜
23
年
1
月
13
日
㊎
に
必

要
書
類
を
問
に
提
出
※
必
着
問

県
立
但
馬
技
術
大
学
校
☎
24
－

2
2
3
3

た
じ
ま
作
品
集　
作
品

内
冠
句
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、

詩（
5
行
詩
を
含
む
）対
但
馬
在

住
者
お
よ
び
但
馬
の
グ
ル
ー
プ

に
所
属
し
て
い
る
方
￥
1
部
門

1
5
0
0
円
申
12
月
21
日
㊌
ま
で

に
問
に
提
出
問
但
馬
文
教
府
☎
22

－
4
4
0
7

相
談

空
き
家
相
談
会

日
12
月
23
日
㊎
午
後
1
時
〜
5
時

所
豊
岡
総
合
庁
舎
職
員
福
祉
セ
ン

タ
ー
対
市
内
に
空
き
家
を
所
有
ま

た
は
管
理
し
て
い
る
方
な
ど
で
、

空
き
家
の
管
理
や
利
活
用
に
困
っ

て
い
る
方
申
3
日
前
ま
で
に
グ
ッ

ド
ス
ト
ッ
ク
☎
0
7
9
1
－
78
－

9
2
2
0
に
電
話
他
オ
ン
ラ
イ
ン

相
談
も
可
能
問
豊
岡
土
木
事
務
所

ま
ち
づ
く
り
建
築
第
2
課
☎
26
－

3
7
5
7

防ごう　インフルエンザ！
　例年12月から３月にかけて、イン
フルエンザが流行します。特に、今冬
においては、新型コロナウイルス感染
症との同時流行が懸念されています。
【感染予防のためのポイント】
◆ 室内では適度な湿度を保ちましょう。
◆ 十分な休養とバランスのとれた栄

養を心がけましょう。
◆ 手洗いやアルコール製剤による手

指消毒も有効です。
◆ 普段から“咳

せき

エチケッ
ト”を心掛けましょう。

　ワクチン接種による重
症化予防も大切です。

　　高齢者インフルエンザ
　　予防接種の詳細▶

　問健康増進課☎24-1127
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市
政
ニ
ュ
ー
ス

4

今
月
の
イ
チ
オ
シ

2〜3

ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ

豊
岡

5〜15

く
ら
し
の
情
報

16〜21

保
健
行
事

22〜23

つ
ど
い
の
広
場
・

図
書
館

24〜25

主
な
相
談
・

主
な
行
事

26〜27

消
費
者
問
題
・
成
年
後
見
な
ど
の

相
談
申
2
日
前
の
午
後
5
時
ま
で

に
問
に
電
話
※
㊏
㊐
㊗
を
除
く
問

兵
庫
県
司
法
書
士
会
但
馬
支
部
☎

23
－
7
8
1
7

土
地
家
屋
調
査
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

日
12
月
17
日
㊏
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
所
ア
イ
テ
ィ
4
階W

A
C
C

 

U

 TO
YO
O
KA

学
習
室
B
内
土

地
建
物
登
記
・
土
地
境
界
の
相
談

申
前
日
の
午
後
5
時
ま
で
に
問
に

電
話
問
兵
庫
県
土
地
家
屋
調
査
士

会
但
馬
支
部
☎
23
－
3
8
6
0

講
習

令
和
4
年
度
臨
時
農
業
用
大
型

ト
ラ
ク
タ
ー
技
能
講
習
会

日
2
0
2
3
年
1
月
31
日
㊋
〜
2

月
10
日
㊎
※
2
日
間（
講
習
＋
試

験
）所
講
習
：
県
立
農
業
大
学
校

（
加
西
市
）▽
試
験
：
明
石
運
転
免

許
試
験
場
内
大
型
特
殊
自
動
車（
農

耕
用
）の
免
許
取
得
対
大
型
農
業

機
械
を
所
有
ま
た
は
導
入
予
定
の

農
業
者
、集
落
営
農
組
織
の
オ
ペ
レ

ー
タ
ー
な
ど
定
1
2
0
人
※
抽
選

￥
4
万
5
千
円
申
12
月
9
日
㊎
ま

で
に
所
定
の
用
紙
を
問
に
提
出
問

農
林
水
産
課
☎
23
－
1
1
2
7

ひ
き
こ
も
り
相
談

日
12
月
23
日
㊎
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分
※
1
人
50
分
程
度
所
立

野
庁
舎
内
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る

相
談
◆
相
談
＝
心
理
カ
ウ
ン
セ
ラ

ー
・
稲
松
由
佳
さ
ん
対
本
人
や
家

族
な
ど
他
申
込
み
必
要
。
個
人
の

秘
密
は
厳
守
申
問
健
康
増
進
課
☎

22
－
7
7
0
0

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会

日
12
月
17
日
㊏
午
後
1
時
〜
4
時

所
豊
岡
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
内
相
続
・
登
記
・
多
重
債
務
・

く
ら
し
の
情
報

16〜21

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
敬
称
略
）

高
齢
者
叙
勲

■
旭
日
単
光
章

▽
鷹た

か
野の

久ひ
さ
司し（
竹
野
町
竹
野
）

秋
の
叙
勲

■
瑞
宝
単
光
章

▽
大お

お
江え

景け
い
子こ（
高
屋
）

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

■
瑞
宝
単
光
章

▽
川か

わ
﨑さ

き　
普す

す
む（
出
石
町
荒
木
）

第
70
回
兵
庫
県
更
生
保
護
大
会

■
法
務
大
臣
表
彰

▽
田た

中な
か
哲て

つ
也や（
日
高
町
万
場
）

■
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

▽
伊い

藤と
う
宏ひ

ろ
俊と

し（
竹
野
町
竹
野
）

▽
沼ぬ

ま
田た

盛も
り
繁し

げ（
日
高
町
八
代
）

■
全
国
保
護
司
連
盟
理
事
長
表
彰

　
（
家
族
功
労
者
）

▽
今い

ま
井い

登と

美み

子こ（
一
日
市
）

■�

日
本
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰

▽
足あ

立だ
ち
益ま

す
美み（
弥
栄
町
）

■�
近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
表
彰

▽
安や

す
田だ

章し
ょ
う

三ぞ
う（
出
石
町
鍛
冶
屋
）

▽
高た

か
木ぎ

重し
げ
信の

ぶ（
上
佐
野
）

▽
上う

え
田だ

倫み
ち
久ひ

さ（
高
屋
）

■�

近
畿
地
方
更
生
保
護
委
員
会
委

員
長
感
謝
状（
更
生
保
護
女
性

会
員
）

▽
今い

ま
井い

千ち

秋あ
き（
城
崎
町
桃
島
）

■�

近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表

彰
▽
太お

お
田た

垣が
き
健け

ん
作さ

く（
竹
野
町
森
本
）

▽
中な

か
村む

ら
愛あ

い
子こ（
出
石
町
川
原
）

▽
垣か

き
谷や

敦あ
つ
美み（
城
崎
町
桃
島
）

■�

近
畿
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
感

謝
状（
家
族
功
労
者
）

▽
川か

わ
端ば

た
美み

智ち

子こ（
福
田
）

■�

近
畿
更
生
保
護
女
性
連
盟
会
長

表
彰

▽
山や

ま
本も

と
厚あ

つ
子こ（
加
広
町
）

■�

神
戸
保
護
観
察
所
長
感
謝
状

（〝
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
〟

民
間
協
力
者
）

▽
豊
岡
市
区
長
連
合
会

優
良
市
区
町
村
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
厚
生
労
働
大
臣
表
彰

▽
豊
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

令
和
４
年
度
兵
庫
県
交
通
安

全
功
労
者
表
彰

▽
木き

瀬せ

堯た
か
后み（
竹
野
町
小
丸
）

社
会
福
祉
施
設
関
係
功
労
者
表
彰

▽
齋さ

い
藤と

う
和か

ず
栄え（
出
石
荘
）

▽
今い

ま
西に

し
智ち

恵え

子こ（
こ
う
の
と
り
荘
）

▽
天あ

ま
野の

弘ひ
ろ
美み（
こ
う
の
と
り
荘
）

▽
福ふ

く
田だ

寛か
ん
治じ（
こ
う
の
と
り
荘
）

▽
原は

ら　
恒つ

ね
彦ひ

こ（
豊
岡
や
な
ぎ
の
里
）

▽�

植う
え

村む
ら

清き
よ

美み（
楽
々
む
ら
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
）

▽
谷た

に
原は

ら
奈な

美み（
出
石
荘
）

令
和
４
年
度
兵
庫
県
技
能
顕
功
賞

■�

装
身
具
等
身
の
回
り
品
製
造
関

係
▽
植う

え
村む

ら
賢け

ん
仁じ（
立
野
町
）
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